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【高知港三里地区】 

３．港湾計画素案 

3.3 高知港の基本戦略 ①地域産業の持続的な発展や競争力強化に資する港湾機能の強化と埠頭の再編 

【具体的取組】 

2 

将  来  像 産業振興や経済成長を牽引する物流・生産拠点としての“みなと” 

基 本 戦 略  ①地域産業の持続的な発展や競争力強化に資する港湾機能の強化と埠頭の再編 

具 体 的 取 組 ①【三里地区】西工区 国際物流ターミナル整備（バルク貨物への対応） 

②【三里地区】国際物流ターミナル整備（仮防波堤前面） 

【現状・既定計画における課題】 

○ 高知港三里地区(高知新港）の西工区は、フェリーバースとして計画 
○ しかしながら、高知港を発着する全てのフェリー航路は、高速道路の延伸や

燃料の高騰等のため、平成17年度に廃止となって以降、現在まで高知港を
利用した航路就航がないことから、事業化には至っていない。 

○ 一方で近年、外国クルーズ客船の寄港が大幅に増加し、バルク船との利用
調整に苦慮していることから、新港全体の利用計画を見直していく必要があ
る。 

クルーズ客船とバルク船が輻輳 

【今回計画における対応】 

○ フェリーバースの将来構想の見直しに伴って既定計画の方針を転換し、将
来の安定的な物流機能の確保に向け、海面処分・活用用地としての位置付
けに変更し、浚渫土等を有効活用した新たな港湾活動用地を造成する。 

   ⇒長期的には、バルク貨物の移転用地（国際物流ターミナル）として活用す
ることを検討 

○ バルク貨物の分散による混雑の緩和や新規貨物に対応するため、仮防波
堤の沖側に新規の大水深岸壁（-12m～-14m）を位置付け、国際物流ターミ
ナルを形成 

西工区：フェリーバースとして計画  
  岸壁：-7.5m×180m 
         -9m×260m  

仮防波堤 
一部撤去 

大水深岸壁（-12m～-14m）
及び埠頭用地を計画 

【西工区】 
海面処分・活用用地として計画 
※岸壁等施設は用地造成後に計画 



【高知港三里地区】 

３．港湾計画素案 

3.3 高知港の基本戦略 ②地産外商を支え、県内企業の国際競争力を強化するための国際コンテナ物流拠点の形成 

【具体的取組】 

3 

将  来  像 産業振興や経済成長を牽引する物流・生産拠点としての“みなと” 

基 本 戦 略  ②地産外商を支え、県内企業の国際競争力を強化するための国際コンテナ物流拠点の形成 

具 体 的 取 組 ①【三里地区】-8mコンテナ岸壁の増深 

【現状・既定計画における課題】 

○ 高知港は県内唯一のコンテナを取り扱う港湾で、三里地区の-8m岸壁を利用 

○ 寄港している外航コンテナ船のうち、1隻は岸壁水深不足のため喫水調整を  
して入港しており非効率な状態 

〇 県内の農林水産物等の輸出拡大に向け、必要な港湾機能の向上や物流
サービスの提供が望まれる 

○ 中国・韓国航路のコンテナ船は今後もさらなる大型化が見込まれる 

岸壁：-8m×240m 
泊地：-8m 

【今回計画における対応】 

○ 三里地区-8m岸壁を-10m～-12m岸壁へ計画変更し、コンテナ船の大型化に
対応した係留機能の強化を図り、コンテナ物流の安定化、県内企業の国際競
争力向上を図る。  

  ※-12m岸壁利用船舶に対応可能なガントリークレーンを整備中（R2.3末完成予定） 

〇 高知港に寄港する航路便数の増加や東南アジアへのダイレクト航路の開設
など、利用需要の多い航路の誘致を図り、国際コンテナ物流拠点の形成を目
指す。 

 

岸壁：-10m～-12m×240m 
泊地：-10m～-12m 
※将来船型を考慮のうえ決定 



【高知港三里地区岸壁利用の方向性（案）】 

【参考】 高知港三里地区の岸壁利用の方向性 4 

■高知港三里地区の西工区の整備は早期に完成しないため、石灰石の増産計画への対応や-8m岸壁増深工事中等における、岸壁の利用の方向性を検討して 
  いく必要がある。 
■７－１岸壁増深工事、仮防波堤前面の埠頭整備により、フェリー・RoRo船への対応が可能となるとともに、大型外国クルーズ客船の複数同時接岸、新規貨物へ 
  の対応も可能となり、物流・交流拠点として本県産業振興に大きく寄与。 

 港湾利用者と十分協議、調整を行ったうえで、具体的な利用方策については 
 高知新港振興プランフォローアップ委員会で検討 

ガントリークレーンは、7-2岸
壁(-12m岸壁）利用可能 

7-1岸壁増深工事中等は、7-1岸壁は利用できない 

コンテナ船利用は7-1岸壁⇒7-2岸壁へシフト 
※コンテナ船寄港日以外は、バルク船等利用可能 

７－２岸壁(-12m) 

 
石灰石ヤード 

石灰石増産・コンテナ船大型化へ対応 
するため7-3岸壁を利用する必要がある 

課題① 

シップローダー設置 
課題② 
SOLASフェンスの変更 

７-１岸壁増深工事中 

凡例 

施設整備完了後 



【高知港潮江・港町地区】 

３．港湾計画素案 

3.3 高知港の基本戦略 ④地域の魅力や観光資源を活用した賑わい空間の形成 
 

【具体的取組】 

5 

将  来  像 国内外の旅行客や市民に開かれた交流の場としての“みなと” 

基 本 戦 略  ④地域の魅力や観光資源を活用した賑わい空間の形成 

具 体 的 取 組 ①【潮江地区】良好な水辺空間に市民や観光客が集い、レジャー等を楽しむことができる空間の形成 

【現状・既定計画における課題】 

○ 中心市街地から至近距離にある高知港臨海部には、憩いや潤いのある空
間が不足していることから、既定計画では水際線を有する良好な眺望に恵ま
れている潮江地区の特徴を生かした緑地計画（緑地、交流拠点用地）を位置
付けているが、未整備である。 

 

【今回計画における対応】 

○ 「みなと」と「まち」が融合した魅力ある空間づくりを目指していくため、既定計
画の緑地については、今回計画でも引き続き潮江地区に位置付け、実現に
向け事業を推進する。 

○ ただし、緑地面積や交流拠点用地については周辺施設等の連携や民間資
金の活用等を検討の上、見直しを行う。 

  

緑地計画 

見直しを行う区域 



【高知港潮江地区賑わい空間の形成に向けて】 

【参考】 高知港潮江地区賑わい空間の形成について 6 

■今回、港湾計画改訂に位置付ける予定である高知港潮江地区の賑わい空間の形成にあたっては、周辺施設（わんぱーく高知、とさでん他）と連携を図っていく 
  とともに、高知市や関係機関とも連携し、港の開発のみならず周辺施設と一体となった「まちづくり」を検討していく必要がある。 

【第一段階】 
◆岸壁や背後用地の利用状況の把握 
◆利用者との調整 

周辺施設との連携 

とさでん 

わんぱーくこうち 

高知市や関係機関との連携 

【第二段階】 
◆周辺施設や高知市及び関係機関との連携 
  ⇒今後の「まちづくり」の検討の場の設置等 
   関係機関が連携して取り組む 

岸壁を利用する官
公庁船等との調整 

倉庫や用地を利用
する企業との調整 



【高知港桂浜地区】 

３．港湾計画素案 

3.3 高知港の基本戦略  ④地域の魅力や観光資源を活用した賑わい空間の形成 

【具体的取組】 

7 

将  来  像 国内外の旅行客や市民に開かれた交流の場としての“みなと” 

基 本 戦 略  ④地域の魅力や観光資源を活用した賑わい空間の形成 

具 体 的 取 組 ②高知港内における小型旅客船ネットワークの構築 

【現状・既定計画における課題】 

○ 既定計画では「桂浜の更なる魅力向上のため、桂浜防波堤周辺を新たな観
光客の受け皿となるよう景観を整える整備を進める」ため、桂浜への海上か
らのアクセスとして、桂浜地区に小型旅客船係留施設を位置付けているが、
未整備である。 

 

【今回計画における対応】 

○ 浦戸湾や周辺の観光資源を活かすため、高知港内に市民・観光客の足とな
る小型旅客船ネットワークを構築し、水辺と各施設の回遊性向上を目指す。 

○ そのため、既定計画の【桂浜地区】小型旅客船係留施設は、今回計画でも引
き続き位置付ける。 

  

三重防護事業湾口防波堤 
(第2ライン） 

小型旅客船係留施設：-2m 
※静穏域である防波堤背後を利用 

堀川 

潮江 

新港 

桂浜 

弘化台 



【耐震強化岸壁配置図】 

３．港湾計画素案 

3.3 高知港の基本戦略  ⑤安全な企業活動や安心な暮らしを維持するための港湾の防災機能強化 

【具体的取組】 

8 

将  来  像 自然災害や老朽化に対する安全や安心を確保する場としての“みなと” 

基 本 戦 略  ⑤安全な企業活動や安全な暮らしを維持するための港湾の防災機能強化 

具 体 的 取 組 ②防災拠点港としての機能強化【三里地区】耐震強化岸壁の整備 

○既定計画では、潮江地区（－7.5m）と三里地区（－11m）に耐震強化岸壁を計画し整備済みである。 
○しかしながら、背後圏人口に対する緊急物資必要量から必要となる整備箇所（バース数）は、3箇所であり、1バース不足している。 
○浦戸湾内（内港）は、長期浸水の影響や津波漂流物の影響を受けるので、外港にある三里地区に新たに耐震強化岸壁を計画する。 

潮江地区（-7.5m） 

三里地区（-11m） 
三里地区に新たに 

耐震強化岸壁を配置 

【今回計画における対応】 



【高知港弘化台地区】 【高知港潮江・港町地区】 

３．港湾計画素案 

3.3 高知港の基本戦略 ⑥既存ストックの適正管理と有効活用するための戦略的ストックマネジメントの推進 

【具体的取組】 

9 

将  来  像 自然災害や老朽化に対する安全や安心を確保する場としての“みなと” 

基 本 戦 略  ⑥既存ストックの適正管理と有効活用するための戦略的ストックマネジメントの推進 

具 体 的 取 組 ②利用状況や将来的な利用計画に応じた機能の集約や見直しによる埠頭の再編 

○ 高知港（浦戸湾内）の港湾施設は、高度経済成長期である昭和４０年代に整備された施設が多く、老朽化が進行 
○ 浦戸湾内の港湾施設は、利用水準や将来の利用動向を見据え、施設の廃止や物資補給岸壁（不荷役バース）への転換など、機能の集約化や必要なスペックへの

見直し等を図ることにより、コンパクトで効率的な埠頭へ再編していく。 

岸壁：-8m×240m 
泊地：-8m 

【高知港仁井田地区】 

利用状況や将来的な利用計画に応じた機能の集約や見直しが必要な区域 

【今回計画における対応】 


